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FSCは全米総収入上位 500 社（Fortune 500）により最も選ばれている認証制度です。世界中の様々な組織、団体か
ら幅広い支持を受け、多くの国、地域、企業、国際的なイベントで調達方針に採用され、環境・人権に配慮した調達の世界

標準となりつつあります。

幅広い支持1.

FSCは、世界でも最も信頼されたサステナビリティ基準を運用する組織のみが加盟できる、国際社会環境認定表示連合
（ISEAL）のメンバーである唯一の森林認証制度です。

認められた信頼性2.

世界中の関係する人々の意見を集めて定められた認証ルールに基づき、世界的に統一されたシステムで運用されています。

世界的に一貫したシステム3.

環境・社会・経済のバランスが考慮された民主的かつ透明な意思決定方法で、政治的・経済的に弱い立場の人々の声も

反映される仕組みになっています。

民主的な運営4.

苦情・申し立てがあった場合は調査が行われ、結果が公開されます。認証林外でもFSCの価値観と反する森林破壊や人
権侵害などの行為や不正を行った事業者は排除されます。

不正や理念に反する行為の排除5.

意思決定やルール策定の際のコンサルテーションなど、情報が広く開示されており、コンサルテーションには誰でも参加

することができます。森林管理（FM）認証取得者には、多くの情報の公開義務があり、FM 認証の監査報告書も公開され
ています。

高い透明性6.

FSCの認証規格は世界中のステークホルダーの声を反映し、世界で最も高い水準の規格となっています。FM認証では、
更に国/地域レベルでも議論され、地域性も反映された規格になっています。

最高水準の規格（基準）7.

独立した機関、ASIが認証機関を監視しており、世界中、どの認証機関でも審査の質が一定以上に保たれています。

厳しい審査レベル8.

なぜFSC認証が選ばれるのか？



世界の森林を守るFSCネットワーク

FSC®認証の製品が森を守ります。

いま、世界の森が危ない。

現存する森林の面積は、2015年から2020年の間に、

平均で年間1020万ha減少。これは、サッカー場の面

積で計算すると、2.2秒でサッカー場1面分の森林

が失われていることになります。＊1

＊1 FAO「Global Forest Resources Assessment 2020」より算出
    新たに森林が拡大している地域もありますが、世界の森林の正味面積は
    引き続きり続けています。

グラフ出典：FAO.2020. Global Forest Resources Assessment 2020- Key findings. Rome.

森林破壊1.

GHG
排出量

23%

2007～2016年に人類のさまざまな活動によって排

出された温室効果ガス（GHG）のうち、約23％は農業、

林業及びその他土地利用転換に起因しています。＊2

＊2 出典：環境省2020年度 IPCC「土地関係特別報告書」の概要

気候変動への影響2.

現在でも、世界では約3億5000万人が、森林または

その周辺で生活しています。＊3中でも先住民族にとっ

て森林破壊は脅威であり、森林の土地使用権をめ

ぐって多くの紛争が起きています。
＊3 出典：FAO「The State of the World’s Forests 2020」

地域の人々への影響3.

許可された量・サイズ・樹種以外の木材や禁止地域

で伐採された木材等の違法伐採木材を使うことは、

企業の社会的信頼を失うリスクがあります。欧米で

違法木材を取り締まるかなり厳しい法律が施行さ

れたことにより、比較的規制の緩い日本や中国に違

法木材が流れてきている可能性があります。

違法伐採木材のリスク4.

水や空気をつくるだけでなく、建物や紙などの原料となる木材を生み出す森林。

私たちの生活やビジネスに欠かせない世界の森が、

いま、さまざまな問題を抱えています。

森林は適切に管理すれば枯渇しない資源。

世の中を便利で豊かにするためには、これからも森林資源は必要です。

森の恵みを使いながら、森を守る方法はないのでしょうか。

ありました。

実は、私たちの行動を少し変えるだけで森を守る方法があるのです。

それが、FSC認証の原材料や製品を選ぶこと。

FSC認証は、森林の抱える問題を解決しながら森林を利用するための仕組み。

FSCラベルのついた製品を選べば、

普段の活動の中で、無理なく森を守ることができます。
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FSCは、世界中の森林が急速に破壊されている状況を食い止めるために、1994年に26カ国の環境NGO・林業
者・林産物取引企業・先住民族団体などが中心となって設立しました。現在はドイツのボンに国際事務局を置き、

世界48カ所の現地事務所が、環境保全の点で適切かつ社会的な利益にかない、経済的に継続可能な責任ある森
林管理を普及させることを目的に活動しています。

70%の認知度を持つ国もあるFSC認証（世界平均では46％）。日本では比較的認知度が低い（26%）ものの、昨今では

ESG投資・SDGs・森林破壊ゼロへの対応策としても注目され、急速に普及が進んでいます。皆様の関心に応え、FSC

認証材を需要者に確実に供給するには、サプライチェーンに関わる全ての皆様のご協力が不可欠です。

世界で最も信頼されるFSC認証を、是非皆様の持続可能なビジネスの実現に向けてご活用いただき、その普及にご協力

賜りますよう、心よりお願い申し上げます。  （FSCジャパン代表  太田 猛彦）

FSCジャパン代表あいさつ

アフリカ地域事務局

アジアパシフィック地域事務局

ヨーロッパ地域事務局

ラテンアメリカ地域事務局

国際事務局、地域事務局

各国事務局

国際事務局

森を適切に管理しないと、次のようなリスクが考えられます。

森林増加
100万ha/年

森林減少

一年あたりの森林増加・森林減少（1990年～2020年）
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FSC認証は、森林の管理を認証するFM（Forest Management）認証と、加工・流通過程の管理を認証するCoC
（Chain of Custody）認証の連鎖から成り立っています。FSC認証製品が消費者の手に届くまでには、最終製品になる
までの生産、加工、流通に関わるすべての組織が認証を受けなくてはなりません。また、FSC認証の審査・発行は、FSCで
はなくASIから認定を受けた独立した第三者の認証機関が行います。
＊4 ASI(Assurance Services International)とは、FSC認証等の自主的な持続可能性規格に基づいて審査を行う認証機関に対する第三者認定（監督）を行う唯一の認定機関です。

＊5 FSCリサイクル製品は再生資源から作られており、FSCミックス製品には再生資源やその他の管理された供給源からの原材料が使われている可能性があります。

FSC森林認証の仕組み

FSCの原則と基準に沿った
森林管理をしているか審査

森林管理（FM）認証
製品が完成するまでの全ての工程でFSC認証材が
不適格なものと混ぜられていないか審査＊5

加工・流通過程（CoC）認証

FSCラベルの付いた製品

森林 工場

小売

審査 審査

認定

ASI＊4

規格策定

FSC 10の原則と基準FSC森林認証とは？

認証機関

FSCが定めた規格をもとに、適切に管理されていると認められた森林から生産された林産物や、その他のリスクの
低い林産物を使用した製品に FSCラベルを付け、認証製品として販売できる制度です。FSCラベルを目印に認証
製品を選んで購入することで、認証された森林資源への需要が高まり、適切に管理された森林の拡大につながります。

FSC認証は多くの国々の消費者、環境団体、先住民族団体、企業などから支持を集め、世界で最も信頼度の高い
森林認証として知られています。

FSCのFM認証の審査は、世界的に統一された10の原則と70の基準に基づいて行われます。この原則と基準は、
森林に関係する世界の利害関係者の声を集め、多様な生物が生息できる豊かな森林か、森林の伐採量を適切に

管理しているか、森で働く人々が安心して働ける環境かなど、経済・環境・社会の3つの視点から作られたものです。
さらに、原則と基準の下に、各国の状況に合わせて定められた細かい指標があります。認証審査では、すべての基準

について問題がないと判断された場合にのみ認証が与えられます。

法律や国際的な取り決めを守っている

1

労働者の権利や安全が守られている

2

先住民族の権利を尊重している

3

地域社会の権利を守り、

地域社会と良好な関係を保っている

4

森林のもたらす多様な恵みを

大切に活かして使っている

5

環境を守り、悪影響を抑えている

6

森林管理を適切に計画している

7

森の状態や管理状況を

定期的にチェックしている

8

保護すべき価値のある

森など（HCV）を守っている

9

管理活動を適切に実施している

10
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FSC認証製品は、違法伐採に加担せず、責任ある森林管理を支援するものです。FSCラベルがついた原材料や製
品を調達、生産、販売、あるいは使用することは、企業の社会的責任を果たすためのみでなく、企業価値や持続可能

性の向上にも貢献します。

企業に投資するための価値を測る材料として、非財務情報である環境（Environment)、社会（Social）、ガバナンス
（Governance）を考慮する投資をESG投資といいます。環境省作成のグリーンボンド＊6 及びサステナビリティ・リンク・
ボンド＊7ガイドライン2022では、環境改善効果に係る事業例として、FSC認証取得が挙げられています。

花王は、将来にわたり持続可能な原料調達源と、持続不明瞭な原料調達源の区別を明確にする為に、原材料のトレーサビ

リティ（生産履歴の追跡）を実施しており、この目的を達成する手段として、第三者による認証制度を採用しています。

FSCのFM認証の審査は、『世界的に統一された１０の原則と７０の基準』に基づき、審査基準が明確で、審査結果も公開さ
れていることが、特に優れていると考えています。

したがって、花王はFSC認証品を推奨しており、大部分をFSC認
証品が占めています。いち早く供給体制を整えることができたのは、

サプライヤー様のご理解とご協力があったからこそであり、各サプラ

イヤー様もFSC認証品の信頼性に共感いただけたと感じています。

花王株式会社のコメント

FSC は SDGs で定められた 17 の目標の内、14 の目標と
40 項目のターゲット（達成基準）に対して貢献します。FSC
が貢献する目標は、目標 15 の「陸の豊かさも守ろう」をはじ
め、貧困（目標１）、飢餓 (2)、健康・福祉 (3)、教育 (4)、男女平
等 (5)、安全な水 (6)、クリーンなエネルギー (7)、労働環境
(8)、責任ある生産活動と消費活動 (12)、気候変動 (13)、海
の豊かさ (14)、平和と公平 (16)、パートナーシップ (17)と多
岐にわたります。さらに、2017 年の持続可能な開発目標
（SDGs）進捗報告では、目標15の「陸の豊かさも守ろう」に
おいて、達成度を測る指標の 1つとして「自主的な森林認証
を取得している森林の面積増加」が掲げられました。これは

SGDs の達成に向けて第三者森林認証制度の有効性が認
められたことを表しています。

ESG投資の判断材料として1.

SDGsの達成に貢献するFSC2.

FSC認証活用事例3.

FSCを、ビジネスの力に。

日本でＦＭ認証を取得した森は、現在33件、面積は417,380haとなります。日本でのCoC認証件数は2,042件です。
（2023年1月1日現在）

日本のFSC認証林面積とCoC認証件数

世界でＦＭ認証を取得した森は、世界の森林のうち約5％、資源利用のために木材を生産している「生産林」の17％＊8

以上です。世界81カ国、件数として1,651件、面積は196,691,587haとなります。世界のCoC認証は、137カ国で発
行され、 件数は52,827件です。（2023年1月１日現在）

世界のFSC認証林面積とCoC認証件数

プロモーションライセンス＊9の取得企業数は年々増加しており、FSC認証製品の調達や販売に取り組む企業が増加し
ていることを示しています。

FSC認証製品の調達や販売に取り組む企業が増加　　　　　　　　　

FSC森林認証の広がり

FSC認証林面積
(ha)

日本のプロモーションライセンス件数
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資料：FSC Facts and Figures（2004年1月から2023年1月まで）より作成2023年の認証林面積の減少は、ロシア、ベラルーシの認証が停止された影響によるものです。
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＊8 FAO「Global Forest Resources Assessment 2020」より算出

＊9 プロモーションライセンスとは、認証を取得する必要のない、最終製品を取り扱う組織が、FSCの商標を使用し、認証製品に関する広告宣伝を行うためのライセンスです。

＊6 グリーンボンドとは、環境改善のある事業に使う資金を調達するための債権。発行額が世界で急激に伸びており、2020年には約2，700億米ドルに
なっています。ガイドラインに沿っている事業は、債権の発行を受けることができ、投資家層の多様化や、環境保全の取り組みへの認知度や評価が高まる
などのメリットがあります。

＊7 サステナビリティ・リンク・ボンドとは、発行体が、事前に設定した将来的なサステナビリティ/ ESGに関連する目的の達成状況に応じて、財務的・構造
的な特徴が変化する可能性のある債券の総称。 2023

05 06


